
　８月から 11 月の調査は、遺跡内の北西部を
中心に行い、主に弥生時代から古墳時代の河
川跡と竪穴住居、江戸時代の建物跡や溝が多
数みつかりました。
　本日公開する 11・12 区では、弥生時代後期
から古墳時代前期にかけて、幅 10ｍ以上の河
川が流れていたことがわかりました。河川跡
は、弥生時代の集落の真ん中を分断するよう
に流れています。また、大きく蛇行しながら
北へ流れており、水の流れには緩急があった
ようです。
　河川跡の中からは、流れの緩やかなカーブ
の部分を中心に、弥生時代後期後半～終末期
（約 1800 年前）の多量の土器が出土しました。
また、川底では、農具や建築部材などの木製
品が多量に出土しました。
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令和 7年 11月 29日 ( 土 )

調査期間 : 令和６年 11月１日～令和 8年３月 31日
調査地点 : さぬき市造田野間田・是弘

調査主体：香川県埋蔵文化財センター
調査原因：東讃統合高校建設

　河川跡の中から弥生時代後期後半～
終末期（約 1800 年前）の土器が多量に
出土しました。土器は河川のうち居住
域に近い側の岸辺で多量に出土してお
り、周辺に住む人々が不要になった土
器を近くの川岸へ捨てたものと考えら
れます。

　調査地の北西側で 2棟の竪穴住居がみ
つかりました。住居は河川西側の小高い
場所に集中しており、水を入手しやすく
かつ安定した土地に集落をつくったよう
です。

　河川跡の川底から木で作った道具が多
量にみつかりました。木製品は劣化し分
解されやすいため、使用当時の形を留め
た状態で出土した珍しい事例です。この
時期に岡山県域でさかんに使用された瀬
戸内型平鍬など、他地域から伝わった最
先端の農具も多く含まれています。　

1800 年前の農具が出土

河川はゴミ捨て場？

河川の横に広がる弥生時代のムラ

今回の公開範囲

河川跡

土器集中範囲

木製品集中範囲



出土木製品からみた是弘遺跡の暮らし

　是弘遺跡では、弥生時代の終わり頃から古墳時代の初め頃（約 1800 年前）の河川跡から、42
点以上の木製品がみつかっています。出土した木製品は、鍬（くわ）や斧の持ち手などの農具・
建物の柱やはしごなどの建築部材・椅子（いす）の天板などの家具など多種多様で、用途にあわ
せて様々な形に木材を加工し、道具として利用していたことがわかります。
　また、木包丁と鉄鎌が同じ地点から出土しているのも、興味深い点です。どちらも草刈りや稲
刈りに使う道具ですが、木包丁は木で、鉄鎌は鉄製の刃と木製の持ち手を組み合わせてつくられ
ています。弥生時代の後半から古墳時代にかけて鉄の利用がさかんになるとともに、刃物の素材
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　８月から 11 月は、河川跡とその周辺の発掘調査を実施しました。その結果、弥生・古墳時代の生活
の様子がわかってきました。
　弥生時代の是弘遺跡では、河川によってつくられた小高い土地を住む場所として開発し、河川沿い
の低い土地は河川から水を引いて米作りの場として利用していました。人々は木や鉄を加工し、用途
にあわせて様々な農具を作って、食料の生産を活発に行っていたようです。
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弥生時代終わり頃の是弘遺跡周辺の土地利用

弥生時代終わり頃の遺跡別木製品出土数
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是弘遺跡 原間遺跡 成重遺跡

工具 2 2

農具 5 19 1 25

編み具 0

食器 3 1 4

家具 2

祭祀具 1 1

建築部材 2 2 10以上 23 7 34

堰材 1 45 4 1 1 1 8 61

杭 6 2 10以上 6 14

総計 8 1 45 4 4 5 9 42以上 38 7 141
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は木・石から鉄へと変化していきますが、
是弘遺跡では同じ用途の木製品と鉄製品を
同時期に使っています。集落の中で使用す
る道具が、一斉に鉄に更新されるのではな
く、どちらも併用する期間を経ながら、徐々
に鉄製の道具が広がっていく様子が見てと
れます。
　さらに是弘遺跡では、県内の同じ時期の
遺跡と比べると、農具の数や種類が極端に
多いことがわかります。特に、田畑を耕す
ために使う鍬、草刈りや稲刈りに使う鉄製
鎌の柄や木包丁が多数みつかっており、弥
生時代から集落の周辺に広がる河川沿いの
低湿地に田んぼや畑をつくり、盛んに食料
を生産していたことがわかります。
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